冬期講習 クラス授業案内
· 各講座につき、申し込み先着10名を定員とさせて頂きます。

· 申し込み後、テキストを一括で配布します。

· どの講座も予習を丹念に行ってきて下さい。予習が講義での収穫量を左右します。（予習不要の指定がある場合はその限りではありません）

· 生徒数最大10名の小さな教室でやります。生徒と講師の距離もたいへん近く、大手予備校の講義とはまったく雰囲気が違います。

〔 英語 〕
· 高１・英文法 － 全７回
講座対象／高１生・文法を苦手とする高２生

学習項目／時制と動詞・準動詞・関係詞・比較・仮定法・助動詞

学習内容／語形変化・適語補充・書き換え・正誤判定などの問題演習を通じて、文法の理解度を深めること、またアタマの中の知識をきれいに整理することが目的です。丸暗記はさせません。「理屈」を説明します。授業中は聴いて理解することに全力を傾けてください。
· 高２・文法ポイントチェック － 全３回
講座対象／高２生

学習項目／①動詞と文型 ②時制と仮定法 ③準動詞

学習内容／この講座では、文法の中でも特に重要度の高い単元を、TFクイズを中心としたユニークな設問形式で集中チェックします。知識が曖昧なところや、間違って記憶していたところなどをしっかりと修正して下さい。

· 高2・文法総合演習 － 全４回
講座対象／高２生

学習項目／英文法全般

学習内容／たとえ知識があっても、それを得点に変換できなければ評価されないのが入試というものであり、また、正しく運用できてこその知識です。

適語補充・同意文完成・共通語補充・誤文訂正・英作文など、様々な形式で演習問題をこなし、知識のアウトプットに磨きをかけましょう。
· 高2・超！英熟語 － 全３回
講座対象／高２生

学習項目／①頻出熟語 ②言葉のあや的な熟語

学習内容／＜理屈・イメージ・文字通り＆比喩＞をキーワードに、みんなを丸暗記という悪魔から救い出します。
具体的に言いましょう。in spite of という熟語があります。「～にもかかわらず」という意味です。そもそもspiteという単語は何者なのか？ と疑問を持ったことはありませんか？ spite は「悪意」です。これが第１段階。“理屈”を知ります。次に、アタマの中に“イメージ”を描きます。in spite of rainなら、「雨という悪意の中で」、つまり、「雨のイジワルー」と文句を言いながらも、「それにもかかわらず」というイメージです。どうですか？ 訳を丸暗記するよりも、この方がずいぶん実感が湧くし、楽しくありませんか？ しかも、spitefulなんていう単語が出てきたら、もう意味は分かるし、despiteも同じことか！ と気付きます。

これが「質の良い学習」というものです。cannot help ～ingやall the moreなども、helpに「避ける」という意味があることや、allは単なる「強め」でtheは「その分だけますます」という意味の副詞だということを理解していることの方が、その訳を覚えることよりも、よっぽど高尚な学習なのです。
前半の２回の講義では、絶対に押さえておかなければいけない超重要熟語75個を、今説明したような方法で１つ１つ理解していきます。

最後の講義では、比喩的な要素が多い、“言葉のあや”的な熟語35個を学習しますが、この学習には、＜文字通り／比喩的＞という物事の２通りの言い方にカンを働かせることが重要です。たとえば、「りんごの種」は文字通り；「不安の種」は比喩的。「風邪で頭が痛い」は文字通り；「将来のことを考えると頭が痛い」は比喩的。「水を浴びる」は文字通り；「非難を浴びる」は比喩的。これと同じことが英語でも起こります。lose edgeという表現で考えてみます。This sword is losing edge. (この刀の切れ味は鈍くなっている)。これは文字通りの意味。これが Japan’s automobile industry is losing edge.という文脈で使われたときに、カンの良い人だと、「日本の自動車業界は切れ味が鈍くなっている」 → つまり、「競争力を弱めている」 といった感じの意味だな、とピンとくるのです。 

· 高2・徹底英文解釈 － 全４回
講座対象／高２生

学習項目／和訳問題

学習内容／英文の「構造理解」の力を高めることが目標です。構造の意識なしに、読解力を伸ばすことはできません。パッチワークのような和訳をしている生徒は、今後どれだけ英語に触れたところで、読めるようにはならないでしょう。この講座では、英文を徹底的に、精密に読む訓練をします。その過程で、文脈中で果たす各単語の役割を考える習慣も身につくはずです。
· 高2・英語長文読解  － 全３回
講座対象／十分な基礎学力を備えた高２生

学習項目／①英語のロジック[論理]を学ぶ (空所補充・文整序・論説文読解) 

②心理描写・状況描写を読む (物語文読解)

学習内容／はじめに、英文を読むうえで欠かせないロジック[論理] ―対比・因果関係・類推・択一・分類など― を例文とともに説明し、実際の入試問題を通じて、それが読解や設問解答の際にどう活きるのかを実感させます。後半は、物語文の“描写”を読む訓練、登場人物の心情を追う訓練を行います。ある意味、日本語の小説を読むのと同じ感覚が必要となります。
扱う題材は、すべて過去の＜センター試験＞の問題です。
英語の授業ですが、講義自体は現代文のそれに近くなると思います。
· 高2・英語 トップゼミ  － 全５回
徹底的にアタマを使う５日間 !!

講座対象／最難関大学を意欲的に目指す高２生

　　　　　   【東大・京大・阪大・一橋大・東京外語大・国立医学部など】

学習項目／前半：英語の「型」と「構造」― ロジック[論理]中心

　　　　　　　 ＜要約問題・作文問題・和訳問題＞

　　　　　   後半：英語の「カン」や「センス」― レトリック[修辞]中心

　　　　　    ＜語法問題・会話文読解・物語文読解＞
学習内容／すべて東京大学の過去問を扱います。勘違いしてほしくないのは、難しいから東大、ではないということ。きわめて“良質の問題”だから扱うのです。言い換えれば、質の良い上手な勉強をしてきたかどうかが試される問題と言えるでしょう。
前半の３日間はロジック[論理]がテーマです。初日は、論述の対比や因果関係、主張と例示などを把握し、英文の要旨を日本語で的確にまとめる訓練をします。２日目は、今度は自分で論理的な文を表現する訓練を、条件作文や要約作文を通して行います。３日目は、英文の構造理解＋少しの“発想”というアプローチで、和訳問題に挑みます。
後半の２日間では、まずセンターや私大の問題とはひと味違う語法問題に取り組み、次に、東大で伝統的に出題されている物語文を読みます。どちらの問題にも共通するのは、基本語の応用、比喩のあり方、会話、描写、といった、レトリック[修辞]に対する一種の「カン」や「センス」が必要となることです。ただ、漠然と「カン」とか「センス」といった話をしているわけではありません。言葉の派生・比喩表現に対する意識を高めたり、文の流れから発想が生まれるプロセスを体感するなど、力を向上させるためのちょっとしたコツを授業で学んでもらいます。
この講義は非常に「本質的・実際的」なものとなります。

予習・講義・復習のいずれにおいても、考えることを心掛けましょう。

上手なアタマの使い方を学んでください。

· 高3・センター文法対策演習  － 全３回
講座対象／高３生

学習項目／センター試験 大問２

学習内容／200点中46点の配点を占める大問２の演習を行います。その中でも、特に配点の高い整序作文・対話文問題の解き方を確認し、同時に制限時間の感覚を徹底的に身に沁み込ませましょう。
河合塾・駿台の実戦問題集、およびオリジナル問題を題材とします。
■ 高３・難関国立大集中対策ゼミ ＜テスト形式＞  － 全６回
講座対象／難関国立大を受験する高３生

学習項目／難関国立大の二次対策として、答案作成力の養成

学習内容／最終的なセンター試験対策に突入する前の、最後の二次試験対策です。まず、制限時間を計って問題を解き、その後すぐに解説に入ります。この時期に必要なのは、もっと語い力をつける・もっと文章を読むといったことはさながら、より実際的なことに目を向けなければいけません。いくつか挙げると、
「正解を出すために、効率よく読む（→メリハリが大事）」
「未知の事項を推定する腕力をつける（→５割の得点が６割へ）」
「設問の要求していることにきちんと答える（→ピントがずれたら駄目）」

「論理の筋道を丁寧に把握して、確信を持って解答する（→最重要）」

こういったことをアタマに置き、授業でいくつかのノウハウを会得すれば、もう１段階実力をアップできるはずです。
【第１回】　……　高崎経済大（前）　
【第２回】　……　三重大（前）

【第３回】　……　神戸大（前）

【第４回】　……　九州大（後）
【第５回】　……　大阪大（前）
【第６回】　……　一橋大（前）
〔 数学 〕
【講座の目的】

　基本的に数ⅠA,　ⅡBの既習者を対象とします。また同時に、受験を意識し、2年生を対象とします。中高一貫校などの1年生の生徒で受講希望がある場合は相談してください。

　今回の冬期講習の数学は、

（1） 数ⅠA、ⅡBの全体像を捉える。

（2） 本格的な受験体制に向けた準備。

（3） 受験に耐えうる生徒ひとり一人の数学の学習方法の確立と数学的思考方法の深化

を目的にします。
1コマで３～5題の問題を解くことになります。必ず予習をしてください。また必ず復習をしてください。
　なぜ冬期講習で、学習方法の確立と思考方法の深化などということを打ち出しているのか。

　大学入試は、特に難関校になるほど、ただ単純に公式を知っていて答えを出した、ではすみません。またそれが可能な程度の問題はそれほど多くはありません。同様に、解法のパターンを知っていてそれを当てはめる、だけではなかなか解けません。なぜなら、大学は、公式を知っている、解法のパターンを知っている、そしてそれを適度に使える、そういう学生を求めているわけではないからです。ここを間違えていると大きな損失になります。

数学と数学の学習についての問題意識、考え方、方法をここで再検討し、受験に耐えられるものにすることが必要です。そのための場を提供することが最大の目的です。

※どういう感じの講座なのかこの後ろの方に少し具体的なイメージで書いてありますので、読んでください。

【若干の注意点】

　講座全体は一連の流れになっています。可能な限り全体を受講してください。部分的に受講しても意味はありますが、やはり効果が薄くなる気がします。

問題は一見すると極めて簡単に見えるものも混じっています。実際に答えを出すだけなら簡単だったりします。簡単すぎて、だからどうなの？ と言いたくなるものもあります。それを素材にして授業を行います。

単純に「解いて、解説して」ということが目的ではありません。ですから問題からやる内容をあまり判断しないようにしてください。問題はあくまで素材です。その問題や、その類題が解けるようになるということが講座の目的ではありません。（解けるようにはならないといけないけれど、それがゴールではありません）　ですから「苦手単元の克服」というようなテーマでもありません。そのつもりでもし受講するとしたら、意味はありますが、少し想像と違うな、と思うだろうと思います。

【受験で何が求められるか】

　本格的な受験体制に入って、一日の学習時間が平日5，6時間、休日12時間となり、問題量も一挙に増大しても、だからといって受験に耐えられる数学の力がついてくるとは限りません。受験はやはり相当にハードな学習量をこなさなければいけないけれど、ハードな勉強してもダメな場合もある。これは直視しなくてはいけない冷厳な事実です。

　自分が志望校（まだ決まっていないなら、高いところに目標を置いてください）に向けて、何をしなければいけないのか。その解答の前に、大学は何を求め、数学の問題を作っているのか。そこをまず考えなくてはいけない。

　大学は難関大になればなるほど、＜学問＞をするところ、＜研究＞をするところなのです。＜物知り＞は、知らないよりも良いけれど、第一に求められていることではないのです。未知の世界に足を踏み入れていくこと、そのとき要求される発想力と論理的思考力、それらを支える柔軟で強靱な基礎。そういうものを身につけた学生を求めているのです。

　大学が要求している力を一般的にまとめるならば、おおよそこういうものだろうと思います。
1 正確な数学的知識
　知識といっても覚えている、というのではなく、理解しているのかどうか。その理解の深さが柔軟な思考力となり、イマジネーションの源泉となります。大切なことは、「深さ」であり、「多さ」ではありません。ここは誤解の多いところです。名古屋大学などは「公式集」を入試の時に配ってくれます。つまりは「知っているからといって解けないし、知っているか知らないかをテストしたいのではない」ということです。
2 読解力
問題文と問題の趣旨を正確に捉えること。また定理・公式、基本的な概念、考え方をしっかりと捉えているか。

3 発想力、イマジネーション
通常、数学のセンスといわれているようなことです。特に標準を超える難易度の問題の多くは、この発想力をテストしようとしています。

ただ、この発想力やイマジネーションには大きな誤解がつきまとっています。数学の「センス」は天から降ってくるものでも生まれながらに持っているものでもありません。強靱で柔軟な基礎力＝深い知識と鍛えられた論理的思考力の上にはじめて成り立っているのです。センスがないと思っているならば、それはセンスといわれるものを生み出すまでに知識が深くなり、論理的な思考力が鍛えられていないということだと思ったらまず間違いありません。
4 論理的思考力

いくつもの条件が錯綜するような中、そこを突き抜けていくために必要な力です。また同値性、必要条件、十分条件の感覚を磨きあげることができれば豊かな発想力となります。ちょっと後ろの方で説明しようと思います。

5 論理的表現力

自分が考えたこと、分かったことが、自分にしか分からなければ社会的にはそれはゼロに等しい。それは表現され、理解されなくてはなりません。そのためには論理的で他者に理解される表現力を持たなくてはなりません。

入試で必ず、これは解けるでしょう、という問題が1，2問混じっています。その意味は、最後まで解答をさせて、キチンと論理を論理として貫き、表現することができるかということをみたいからです。

6 計算力

どんなにすばらしい発想力があり、それに形を与える論理力と表現力があったとしても、数学が数学である限り、その道を最後まで推し進めるための計算力は不可欠です。それはただただ腕力で勝負するのではなく（受験の現場では必要にもなるけれど）、先を見通しながら、柔軟に式を立て、さばいていく。その際、同値が保たれているのか崩れているのか、崩れているとすれば、どういう条件をつければ同値性が保たれるのか、そういうことに配慮し、的確に処理しながら式を変形させていく力です。いわば論理的計算力、イマジネーションにあふれた計算力というものがあります。そうしたものが要求されるといって良いと思います。

7 ついでにいえばパワー、です。

最悪の場合、泥沼のような数値計算を覚悟を決めてやり抜かないといけないこともある。２００や３００の場合の数なら、方法がわからなければ数え上げてしまう。そういう＜馬力＞も実践的には必要とされます。

【どういう講座なのか？ 少し具体化すると……】
　上記のことでは講座のイメージが湧かないと思うので、少し具体化しておきます。

　例えばある問題で、「a, b, cの少なくとも一つが１に等しいことを証明せよ」と言われたとき、どうしますか？

　証明せよといわれても、文章のままでは扱いにくいですね。数式にできればいろいろな加工の仕方がでてきます。まずは数式にすることを考えると、

①「a, b, cの少なくとも一つが１に等しい」は

②「a=1またはb=1またはc=1」と姿を変えます。

ここで１を移行すると

③「a-1=0またはb-1=0またはc-1=0」

④ならば、「(a-1)(b-1)(c-1)=0 」となります。

　　　◇ x,y,zの少なくとも一つが０であることとxyz=0　は同値だったですよね？

①から④のすべてが同値です。

ここで④の左辺を展開すると

⑤「abc-(ab+bc+ca)+ (a+b+c) =1」です。

同値変形してくるだけでまったく見た目の姿が変わってしまいます。①を証明するためには④あるいは⑤のどれかを証明できればいいのです。

何も難しいことはやっていないですよね？けれどまったく違うものが見えてくるのです。これが論理の力です。同値だと言うだけでここまでやってこられるのです。

　そして⑤をみると、３次方程式の解と係数の関係に出てくる式の形が顔を出していますね？　いろんな問題につながっていきそうではないですか？

また最初の証明すべき条件はa,b,cについていわば平等だといえますよね？ですからそれを一つの数式にまとめ上げると④は対称式になっているのです。だから⑤のように基本対称式で表せることができることになります。対称式だと考えると、また別の世界の入り口に立つことができます。
イマジネーションは、こうして広がっていくのです。論理的に展開していき、さまざまに姿が変わっていく、それが同時にイマジネーションの源になるのです。

ちょっと難しいと感じる人もいると思うし、そうではない人もいると思います。

難しいな、と感じた人も、ちょっと考えて欲しいのですが、よく見ると何も、一つひとつは何も難しいことはやっていませんね？

これは基礎か応用かでいえば、基礎なのだと思います。やっていることは文章を式にしたことと、その式の変形だけです。特別なことは何もありません。ただ姿が変わっていくだけで別の世界につながっていく。ここが大切なのです。実は基礎力というのは、あらゆる分野を横断しながら、縦横無尽に数学の世界を動き回ることができる柔軟な力のことなのです。そしてある意味で、この基礎力を作り上げることが一番難しいのです。そのために必要な観点、考え方、とらえ方をこの冬期講習で掴むことができれば、今後の数学の学習は全く違ったものになってくると確信しています。
· 高２・方程式／不等式／関数 － 全３回

· 高２・図形と方程式／軌跡と領域 － 全３回

· 高２・三角関数／指数・対数関数 － 全２回

· 高２・ベクトル － 全３回　　■　高２・数列 － 全２回

· 高２・確率 － 全１回　　　　■　高２・微積分 － 全２回

〔 国語 〕

· 高1～２・現代文読解 － 全５回
講座対象／高1～２生

【現代文講座の目的】

　5回の全体を通して現代文、特に評論文を読むために絶対必要な＜論理＞と＜とらえ方＞を演習を通して講義します。これらは「現代文の問題を解く力」にとどまらず、英語はもちろん、数学や理科などを勉強する上でも絶対に必要な力です。その出発点を作り上げたいと思っています。その意味では「初級講座」の位置を持っていると考えてください。
また現代文の学習方法についても講義する予定です。

【現代文の学習について】

英語や数学に比べて国語は勉強自体があまりやられていない。特に現代文については、定期テスト前に漢字を覚え、授業のノートをざっと見る、というくらいでも割と勉強をしている方で、端的にそれ以外はゼロという生徒が少なくありません。
さまざまな理由があると思います。

どうやっていいのか、わからない。日本語だからまぁ何とかなる。勉強しても仕方ない。しょせんはセンス。勉強されていない理由はこんなところでしょうか？
けれども実は、その手前に一つの問題が隠されています。
そもそも国語力、特に現代文の力というものがどういうものなのかはっきりしていないのです。数学や英語に比べて、その力がどういうものかわからないという生徒が非常に多いのです。正体不明の力はつけようがありませんね？ 逆にその正体が掴めたならば、学習方法が自ずと明確になってきます。

【現代文の読解について】

　現代文の最終的な目的な筆者の主張を正確につかむこと、これに尽きます。このことが問題を解くための必須の条件です。逆に最終的な目的が問題を正確に解くことだとすれば、そのもっとも大切な条件が筆者の主張をつかむことです。

これは当たり前のことですね？
この筆者の主張を正確につかむ力をここでとりあえず＜論理的な読解力＞としておきましょう。ここで次の問題につきあたります。

では、＜論理的な読解力＞とはなんだろうか？

実は国語力がどうも正体不明だということの根っこにあるものが、これなのです。「論理的な読解力ってなんだと思う？」と生徒に質問してみるとかなり曖昧な答えが返ってきます。最大公約数でいえば「筋道を立てて読むこと」くらいです。

ここで先ほどの質問を三つに分けてみます。

一つは「論理的な」とはどういうことなのか？ 筋道とはなんだろうか？ 筋道はどこにあるのだろうか？

二つ目、「読解力」とは何なのか？ あるいは「読む」というのはどういうことなのだろうか？

三つ目、「論理的な」と「読解力」はどういう関係になっているのだろうか、あるいはどちらに軸があるのだろうか？

このあたりになると返ってくる答えがバラバラかつグシャグシャになってきます。逆にいえばここの整理が必要なのです。

別の角度から言えば、書き手がいて、テキスト＝文章があり、読み手がいます。その3つの関係が曖昧だともいえます。書かれたものが、何かを表現し、伝えようとしている。そうである限り、まず文章を書くという行為があり、それが文章である限り従わなくてはならない論理があります。それを文法と言っても良いだろうと思います。そして書かれたものが、一般的な読み手を説得しようとするならば、まず筆者の主張の内容と輪郭がキチンと伝わらなくてはなりません。何を言っているのかわからないのでは主張になりません。同時に、それには根拠がなくてはなりません。そうですね？ 理由のないものを納得しろと言っても無理があります。
であるならば、ある程度までは自ずと仕組み、構造が決まってくるのです。手前勝手に文章を書いたところで意味がないのです。その仕組み・構造を捉えることができればよいわけです。

講座ではこうした内容を具体的な問題演習を通して掴んでいきます。

· 高1～２・基礎古文ゼミ（文法篇） － 全５回
講座対象／高1～２生

学習項目／古典文法全般
学習内容／古文は文法事項の習得なしに読み解くことはできません。このゼミでは文法事項全般をおさえます。内容は基礎的なものを予定していますが、そこをはずすと得点には決して結び付きません。文法知識を補充・確立し、それを使いこなせるようにしましょう。
· 高1～２・基礎古文ゼミ（読解篇） － 全５回
講座対象／高1～２生

学習項目／基礎的古文読解
学習内容／この演習では文法事項全般を用いつつ、それを実践するための文章読解を行います。内容は基礎的なものを予定していますが、このような実践を経なければ完全には身につきません。文法知識を駆使し、その中で読解を行っていけるようにしましょう。
直前講習 クラス授業概要 (仮)
· 高3・英語 センター直前模試　－ 全３回
講座対象／高３生

学習項目／センター試験 模擬演習

学習内容／試験の直前で大事なのは、知識の確認などではなく、緊張した雰囲気の中でも自分の実力を出し切るために、試験感覚を養うことです。
直前の模擬テストで、時間配分・問題の解き方を確認し、成功するイメージを作り上げて下さい。

駿台・Z会の実戦問題集を使用します。
· 高3・英語 難関国立大直前ゼミ ＜テスト形式＞　－ 全6回
講座対象／難関国立大を受験する高３生

学習項目／難関国立大の二次対策として、答案作成力の養成

学習内容／まずは“センター試験ぼけ”から一刻も早く回復し、頭を二次試験のほうへと切り替えましょう。考えなければいけないことはただ１つ。

「合格得点を叩き出すこと」です。そのために大事なのは、点がもらえる答案を書く！ という目的意識を持って問題に取り組む練習を徹底することです。要するにアタマの働かせ方の問題です。
もう１度、ムダのない合理的な読解・解法を確認しましょう。

· 和訳問題は文の構造が大事

· 内容説明問題は配点のかかったポイントを捉えることが大事

· 未知の単語は構造・文脈から推測できるという自信が大事

· 空所補充問題は話の筋からこの答えしかないという根拠が大事
試験場では、今まで準備してきたことをそのまま再現してやればいいのです。

自分を信頼しなさい。

【第１回】　……　東北大（前）　　

【第２回】　……　名古屋大（前）
【第３回】　……　金沢大（前）

【第４回】　……　お茶の水女子大（前）

【第５回】　……　筑波大（前）

【第６回】　……　東京外語大（前）

· 高3・英語 大学別直前過去問演習　－ 各大学につき２回

講座対象／難関国立大を受験する高３生

学習項目／過去問の徹底演習
学習内容／時間配分の感覚、解答作法・思考プロセスの確認、弱点分野の克服など、合格するために必要なことを過去問演習によって突き詰めます。

①過去問を制限時間内で解く → ②採点・点数化 → ③解説・反省・研究 といった一連のプロセスを経て、得点力を最大限に伸ばしましょう。大学側が採点基準および配点を開示しない以上、②採点・点数化に関しては独自の基準になりますが、それでも第三者による客観的採点により、具体的な数字として結果を表すことができるので、現状で何が足りないのかを把握するのにはかなり役に立つはずです。

	京都大学
	近年の後期試験の中から厳選

	一橋大学
	06年度 ＆ 01年度（リスニング含む）

	名古屋大学
	02年度 ＆ 01年度 ★

	神戸大学
	06年度 ＆ 03年度 ★

	九州大学
	06年度 ＆ 04年度 ★

	三重大学
	03年度 ＆ 02年度


★ 最新の問題傾向に合わせて、問題を一部改題します（主に英作文）。
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